
あなたの心にジャストミート 4 月 7 日メッセージ 

羊飼いたちに臨まれた福音(ルカ 2:8-20)

日本は、偶像とヒューマニズム、災難で滅び

に向かっている国です。そして、そこに光を

照らすべきクリスチャンの人口は 0.3%しか

なく、しかも減少しつつある国です。その国

を生かすために召された自分の存在の意義

を改めて、うわべで躓かないようにしましょ

う。 

 

1。福音はうわべと関係なく臨まれる。 

1）うわべによる評価に翻弄されるこの世 

この世はうわべで評価しています。容姿、才

能、出身、肌の色、家庭環境などで、優劣を

つけて、優れていると思うと自慢し、劣って

いると思うと落胆します。 

2）惨めな立場の人たちに届いた最初の福音 

赤ん坊のイエス・キリストを最初に礼拝した

のは、夜番をしている羊飼いでした。絶対い

のちの、絶対価値のある福音は、うわべと関

係なく臨まれます。 

3）キリストの他に希望のない同一根本 

 (ローマ 3:23、ヨハネ 8:44、エペソ 2:3) 

人間は、勘違いしています。人間の根本はす

べて同じです。神様を離れ、たましいが死ん

でいます。外見やうわべがどうであっても、

悪魔から出た者と言われ、御怒りを受けるべ

き子です。そのような根本があるゆえ、何を

しても神様と反対に行くしかありません。神

様でないものを神だと追い求め、幸せや成功

を求めますが、結果は疲れて重荷を負うしか

なく、身体も壊れ、人間関係、家庭、人生も

壊れていきます。死んでからはさばかれて、

その呪いの運命を次の世代にも継がせてい

くしかありません。そこからは、なにがあっ

ても出て来ることはできません。勘違いして

いるのです。 

そのような問題の解決のために、神様はキリ

ストを送ってくださいました。道であり、真

理であり、いのちであるイエス様以外には、

希望はありません。イエス様こそ、女の子孫

として来られ、悪魔の頭を踏み砕いてくださ

ったキリストです。うわべは関係ありません。 

4）うわべの惨めさは根本を見る窓 

うわべのみじめさによって、かえって、この

根本を見ることができるのです。本当の自分

を見ることができるので、落胆する必要はあ

りません。 

5）落胆せずむしろ感謝すべき人間の惨めさ 

(l コリント 1:26-27) 

すべての人間に必要なのが、キリストです。

人間のみじめさを知ると、そのキリストが必

要であることを知るので、みじめさは、落胆

の材料ではなく、キリスト以外は希望がない

根本を見る材料なのです。 

 

2。福音は人を最高の身分に変えられる。 

福音は人を再創造します。 

1）ガラテヤ 2:20、3:27-29 

自分は十字架とともに死に、キリストが生き

る者となりました。再創造されるのです。キ

リストを着た相続人です。新しく造り変える

力がキリストの福音です。神様の一方的な恵

みによって与えられるので、うわべの差別は

ありません。 

2）l コリント 3:16、ローマ 8:29-30、8:39、

エペソ 1:3 

内に聖霊が宿られる神殿になります。御子の

かたちとなります。それは、ただ神様の恵み

によって変えられるのです。あらかじめ召し、

義と認められ、栄光を与えられます。それは、

キリストを信じると同時に与えられること

です。福音は造り変える力、最高の身分と権

威が与えられます。人の何かとは関係ありま

せん。 

3）マタイ 5:17、l ペテロ 2:9、エペソ 1:3 

世の光となりました。暗闇は光には勝てませ

ん。過去に縛られることなく、御座のやぐら

が建つように祈りましょう。暗闇が砕かれ、

いのちの運動が起こり、たましいが救われ、

文化が変えられる身分と権威を受けました。

天にあるすべての霊的祝福がすでに与えら

れているのです。 

4）マタイ 6:33、使徒 1:8 

尊い福音が届いている者なので、いままでの

生きるテーマではなく、神の国とその義とが

人生のテーマになります。それゆえ、戦うこ

となく譲れるのです。私たちのテーマは地上

のものではなく、ただ聖霊が臨まれて御座の

祝福が臨むことです。そうすれば、エルサレ

ムから地の果てまで、神の国のわざ、御座の

祝福が現れます。 

5）社会的身分、職業等と無関係 

根本は、みんな同じで、どうしようもないの

です。だれでも、福音が届くなら、すぐに世

の光と変えられます。キリストでなければ希

望のない人間の根本を見て、なにかのせいだ

と言っていたことを変えていきましょう。傷

や恨みが感謝に変えられるでしょう。 

 

自分の弱さや惨めさ、失敗などに縛られるこ

となく、それをキリストでなければならない

根本を見る材料にして、感謝し「良かった！」

と宣言しよう！それでうわべによる自分の

色を消そう！神様が作られた尊い自分と向

き合おう！「唯一の答え、キリストを持つ者、

マルコのタラッパンの祝福が注がれて、いの

ちの運動に用いられる自分」と向き合い、そ

の祝福を味わう礼拝を大事にして、祈りに専

念しよう！不可能な日本の地に、聖書的伝道

運動の基礎を据え、土台を作るミッションを

握って祈ろう！ 

 

  

 

 

 

1 部-ルカ 2:8-20 羊飼いたちに臨まれた福音 

なるほど/福音は人のうわべと関係なく臨まれ、福音を受けた人を最高の身分に変える不

思議な神の愛、力である。 

ならば/自分の弱さなどに縛られることなく、すべてを Only キリストの材料にして感謝

し、伝道になるしかない新しい自分と向き合い祈ろう！ 

2 部-マルコ 1:1-13 何の為に生きるのか。 

なるほど/信者は生きる理由が変わり、「キリストの為に、人の救いの為に、そこにある

霊的な戦いの為に」生きる者である。 

ならば/キリストを人生の軸にしてすべてを集め、救いの確信を持って人の救いを祈り、

そのシステムを作ろう！ 


